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子育てを子どもが自立するまでとするならば，子育ての期間は長く，精神的，身体的，経済的

に負担が伴い，親役割を果たすことは容易なものではない。母親は，日々の子育て場面で経験す

る不快な出来事や，子どもの発達段階における発達課題など，子育てで生じるさまざまな問題に

対処し，子育てに適応していかなくてはならない。さらに子どもに障害があった場合は、障害が

あるがゆえの問題に対処しなくてはならない。子育てで生じるストレッサーや問題に遭遇しても，

そこから逃げられないからこそ，それを乗り超えて，適応的に対応することが求められる。

ストレスフルな体験をしても，すべての人が同じような不適応症状を示すわけではなく，心理

的社会的に不適応症状を起こす場合もあれば，それを示さずに精神的健康を維持している人がい

る。その個人が示す特性に注目して，Rutter（1985）は，レジリエンスという概念を提唱した。

そもそもレジリエンスとは，劣悪な環境に置かれてもそれを跳ね返る精神的回復力のことである。

深刻な状態に対する適応だけでなく，個人の日常生活に果たす役割についても検討する意義が

あることが指摘されている（Klohnen, 1996 ; 高辻, 2002）。Baraitser & Noacl（2007）は，子育

てレジリエンスを母親が子育て体験の変化にうまく適応していく能力と定義している。そこで本

研究においても，Baraitser & Noacl（2007）の定義に依拠して，子育てレジリエンスを，子育て

に柔軟に適応する力を母親の子育てレジリエンスと定義した。子育てレジリエンスの概念を取り

入れて，子育てにより適応的に対応するために、母親の心理を明らかにすることを試みた。

まず，研究１では，子育て中の母親が，子育て場面で感じるストレスに対してどのような対処

をすることが有効なのか，また誰からのソーシャルサポートを得られることが子育ての助けにな

るのか，加えてソーシャルサポートがストレス対処の遂行に効果があるのか，質問紙調査法を用

いて探索した。対象者は，幼児期の障害児をもつ母親 127 名。平均年齢は 35.88 歳（SD=4.49）

であった。統制群として幼児期の健常児の母親 410 名。平均年齢は 35.92 歳（SD＝3.95）であっ

た。調査内容は、育児ストレス（清水，2001），ストレス対処法（神村・海老原・佐藤・戸ヶ崎・

坂野，1995），ストレス反応（Stress Response Scale-18（SRS-18）（鈴木・嶋田・三浦・片柳・

右馬・坂野，1997），ソーシャルサポート（堤・堤・折口・高木･詫摩・萱場･五十嵐，1994）の

ソーシャルサポートスケール（Jichi Medical Scale），フォーマルなソーシャル･サポート（北川・

七木田・今塩屋，1995）の家族サポート尺度（FSS）であった。

サポートと育児ストレスの関連を検討したところ，夫のサポートは母親の子育てストレスを軽

減するのにもっとも重要なサポート源であった。夫からのサポートが少ないと知覚している障害

児を持つ母親は，「放棄・あきらめ」のコーピングを健常児群と比較して遂行しない結果であった。

育児ストレスに対して，問題解決など積極的な対処である「調整的コーピング」を多く使用す
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る者は精神的健康度の低下がなく，問題から逃避する消極的な対処である「逃避的コーピング」

を多用する者は，精神的健康度の低下をきたしやすい（間・筒井・中嶋，2002）。本研究の結果

は、先行研究と異なる結果であった。

これは，夫からの支援がもらえないと思っている母親は，夫を頼ることができず，自分がこの

子を責任持って育てなくてはならないと思うことから，子育てに「放棄・あきらめ」のコーピン

グを遂行しないと考察する。障害児群は子育てから回避することなく，子どもに常に向き合って

いる状況が推察できる。

他方，家族以外の近隣、子どもを通しての知人など周囲からのサポートを得られていると知覚

する障害児群は，育児ストレスが低い結果であった。近隣が障害幼児を養育するうえで助けにな

ると知覚する母親が，ストレスに最もうまく対処し，精神的健康を良好に保っている（北川・七

木田・今塩屋，1995）。夫や家族サポートの他に，周囲からの理解と支援が得られるかどうかが，

育児ストレス抑制に影響するといえる。更に障害児群にとってフォーマルサポートは，単に情報

提供としての機関ではなく，「カタルシス」や「気晴らし」のコーピングの遂行を高めることに影

響があることから，公的機関は障害児を育てる母親の心的な安寧に寄与していることを示すこと

をできた。障害児群をもつ母親を支援する機関や施設の関係者は，障害児をもつ母親がおかれて

いる環境と子育てで生じるストレスの特徴を理解して，専門性の高い支援はもとより，母親の話

を十分に聴くことができる環境と体制を整え心の気晴らしに働きかけることが，育児ストレス低

減を促すことに機能するといえる。研究１では、障害児を持つ母親のソーシャルサポートとコー

ピングの特徴を明らかにした。

研究 2 では，レジリエンスの概念を，子育てにも適応して，母親の子育てレジリエンス尺度の

作成と母親のレジリエンスの特性を探索した。Grotberg（1995）や Heiw（1998）は，レジリエ

ンスの構成要因を，「I am（個人内要因）」「I have（周囲から提供される要因）」「I can（獲得さ

れる要因）」の 3 因子から構成されていると提唱している。本研究も，これに依拠して、子育てレ

ジリエンスを 3 つの構成要因と仮定し尺度を構成した。調査対象者は，児童期の母親と幼児期の

母親計 866 名(平均年齢 40.19 歳,SD=4.45)であった。

探索的因子分析により，子育てレジリエンス尺度の因子構造を検討した結果， 3 因子 28 項目

が抽出された。第Ⅰ因子（11 項目）は，子どもに対して適宜に対応する能力や，家庭生活を支え

る上で必要な家事をこなす力に関する項目を含んでいることから「ペアレンタル・スキル」因子，

第Ⅱ因子（9 項目）は，周囲の人からの子どもの評価や理解を得るなど周りからのサポートにか

かわる項目を含んでいることから「ソーシャルサポート」因子，第Ⅲ因子（8 項目）は，母親と
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して自分自身を肯定的に受け入れて，子どもや家族との関わりを楽しんでいる項目を含んでいる

ことから「母としての肯定感」因子と命名した。

尺度の信頼性については，尺度全体および下位尺度（ペアレンタル・スキル，ソーシャルサポー

ト，母としての肯定感）ごとに Cronbach のα係数を算出し内的整合性について検討した。いず

れの下位尺度も. α係数が.80 以上あり，概ね信頼性が認められた。構成概念妥当性は，子育てレ

ジリエンス尺度と，育児ストレス認知尺度，特性的自己効力感尺度，精神的健康度尺度（GHQ-12）

との相関係数により検討した。全ての尺度間において，弱いから中程度の相関が見られ，構成概

念妥当性を確認することができた。

さらに子育てレジリエンスの効果評価尺度の簡便化を図るために，子育てレジリエンス短縮版

を作成した。子育てレジリエンス尺度短縮版は 28 項目から 12 項目に短縮され，子育てレジリエ

ンスを育成する心理的教育介入の際には，参加者の母親の負担が軽減できると考える。

研究 3 では，障害児群と健常児群とでは、子育てレジリエンスの獲得ではどんな違いがあるの

か、質問紙調査を用いて検討した。対象者は，養育施設，支援級，特別支援学校に通う 15 歳まで

の障害児を持つ母親 137 名。平均年齢 41.86 歳（SD=5.13）統制群は幼児期，児童期の母親 192

名（年齢 38.26 歳，SD=4.24）であった。調査内容は、母親の子育てレジリエンス尺度（尾野・

奥田・茂木，2011），育児ストレス認知尺度（種子田・桐野・矢嶋・中島, 2004），特性自己効力

感（成田・下仲・中里・河合・佐藤・長田, 1995），日本版 GHQ-12 項目短縮版（中川・大坊, 1985）

であった。

健常児群の子育てレジリエンスと属性との関連について検討したところ，母親の年齢と第一子

の子供の年齢によって得点差が確認され、「ペアレンタル・スキル」は、母親自身の年齢による成

長と，子どもの年齢に伴う成長とともに多様な子育てを経験することに影響されながら，親と子

の相互作用によって獲得するといえる。Grotberg（2003）は，レジリエンスは特別な能力や特性

ではなく，誰もが保有し得るものとされ，どの年代の人でも伸ばすことができると述べている。

これらのことから，子育てレジリエンスの社会的スキル能力である「ペアレンタル・スキル」は，

子育てを通して学習することが可能で，成長することができることを示めすことができた。

次に、障害児群の子育てレジリエンスと属性との関連について検討したところ，障害児群の子

育てレジリエンスは，健常児群とは違う特性であった。母親の年齢による「ペアレンタル・スキ

ル」得点の差は，10％の有意傾向が確認されたが，子どもの年齢による得点差を確認することは

できなかった。障害児群の場合は，子どもの年齢による成長に影響されにくく，さらに子どもの

数によって増える子育ての経験の量にも影響されることなく，母親自らが子育ての経験を通して，
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「ペアレンタル・スキル」を高めていくと考える。

障害児群の子育てレジリエンスは，母親が子どもの障害を受け止め，児に必要な支援を本気で

考慮し始めた時に，母親の子育てに取り組む姿勢や子育ての価値観が変化し，その際に子育てレ

ジリエンスが高まると推測する。子どもの障害を受け止める時期は母親によって異なるため，年

齢や経験に左右されないと考える。

障害児群の育児ストレス認知の特徴について明らかにするために、障害児群と健常児群の群間

における育児ストレス認知得点の比較をした。育児ストレス認知のうち「児に対する拒否感情」

は，有意差が見られなかったが，「育児に対する否定感情」においては，障害児群が健常児群より

高い結果であった。障害児群は健常児群と比べ，子領域のストレスは高いが，子どもとの愛着に

は差は見られない（刀根，2000）、また、障害について悩んだり，責任感，養育の困難さや重荷

を感じたり，子どもの行動や存在に対する拒否感を持ちやすいと報告している（松尾・加藤，1990）。

このことから，障害児群は，子どもを拒否するネガティブな感情が育児ストレス認知を増幅させ

ているのではなく，子育てそのものに負担を強く感じ，疲労感と不安感が高いと推測する。そこ

で子どもの行動特性の理解が，育児ストレス認知を低減することを助けるといえる。

次に、子育てレジリエンスを構成するどの要因に働きかけることが，より有効にストレスを低

減できるのかを明らかにするために，子育てレジリエンスの各構成要因間の関連についてパス解

析を用いて検討した。調査対象者は，養育施設，支援級，特別支援学校に通う 15 歳までの障害児

を持つ母親 135 名。平均年齢 41.86 歳（SD=5.13）。健常児の母親 192 名。平均年齢 38.26 歳

（SD=4.24）であった。

子育てレジリエンスを構成する「ソーシャルサポート」は，ストレス過程において直接低減効

果を示さなかったが，「ペアレンタル・スキル」と「母としての肯定感」を媒介することで育児ス

トレス認知を低減し、ストレス反応を抑制する間接効果を示した。小花和（2002）は，レジリエ

ンス概念は，個人内要因と環境要因が単独で影響するのではなく，各要因間の関連が重視されて

いると述べている。齋藤・岡安（2011）は，環境レジリエンスが個人レジリエンスを媒介するこ

とでストレス反応の低減をもたらす効果を明らかにしている。本研究は先行研究を支持する結果

であった。

障害児群の子育てレジリエンスの「ソーシャルサポート」は，健常児群と比較して異なる特徴

がみられる。障害児群は，健常児群より得点が低くい結果であった。また研究 1 の育児ストレス

とソーシャルサポートに関する調査研究では，障害児群は健常児群と比較して，夫，家族，友人

からのサポートに差は認められなかったが，親戚，近所の人，子どもを通じて知り合った友人等，
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周囲の人からのサポートは低い結果であった。北川ら（1995）は，近隣のサポートが育児ストレ

ス低減に重要であることを明らかにしている。また渡部・岩永・鷲田（2002）は，知的障害の母

親は子どもの問題行動に対して周囲の人の無理解や非難のために孤立して悩んでいることを報告

している。これらのことから，障害児を育てる母親は，周囲の人や近隣の人との関係が，子育て

をするうえで重要であると推測する。

研究 3 でレジリエンスが子育てストレスに有効であることを示したことは，子育て支援の介入

プログラムの構築と，子育て支援の方針を立てるうえで重要な手がかりを得ることができた。

研究 4 では，幼児期と児童期の母親を対象にした子育てレジリエンスを高める介入プログラム

を実施し，子育てレジリエンスの妥当性の実証的検証を試みた。子育てレジリエンス尺度の下位

尺度である，「ペアレンタル・スキル」，「ソーシャルサポート」，「母としての肯定感」を高めるこ

とを目的とした介入プログラムを作成した。子育てレジリエンスを促進するには，心理学的理論

に基づく行動療法と心理学技法を援用した。介入プログラムは，子育てに必要な知識やスキルを

一方的に教えるのではなく，親の主体的な参加と，参加者同士の話し合いの中から学ぶ参加型学

習方法を用いた。子育てレジリエンス尺度の構成要因の妥当性の検証には，グループディスカッ

ションの逐語をもとにした構成図の作成，介入プログラムの効果評価尺度の得点による統計分析、

プログラムの評価のアンケート調査内容のカテゴリー分類による分析を用いた。

プログラムの参加者は、参加者は、幼児期・児童期の母親 32 名（平均年齢 37.61 歳，SD＝5.00）

であった。介入プログラムに参加しグループワークを通して，自分の子育てに受容と共感をして

くれるソーシャルサポートを得ることは，レジリエンスの構成要因である「ソーシャルサポート」

を高めることであるといえる。また，子どもにまつわる感情や子どもに対する負の感情を，自己

の中で整理し是正していくことは，母親としての自信を高め，母親としての自己を肯定的に捉え

ることができるといえる。これは，レジリエンスの構成要因である「母としての肯定感」を高め

ることであるといえる。自分なりの育児を確認する作業を通して，自分なりのやり方で育児に新

たに向かうまでにもっていくことは，子育てのスキルと考える。これは，レジリエンスの構成要

因である「ペアレンタル・スキル」に対応するといえる。

参加者個人の発言内容を基に，プログラムの取り組みを，概念を用いて構造図として表した結

果から，子育てレジリエンスを高めることを目的とした介入プログラムに参加することによって，

主観的な子育てエピソードを気兼ねなく話をする，話をしながら自分の子育てについての確認を

する，フィードバックをもらいながらそれを再確認し，子育ての意欲に変えていくといったプロ

セスが明らかになった。家庭の人間関係における愚痴や母親らしくあろうとすることで苦しく
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なっていても，話をする人がいること，肯定的に話を聞いてくれること，さらに経過とともに参

加者同士のサポーティブな関係性が促進されていくことの相乗効果が，参加者の子育てレジリエ

ンスを安定させ，中には高められていく様子が明らかになったといえるだろう。

さらに子育てにうまく適応する力である子育てレジリエンスは，母親として肯定的に捉え，自

信をもって子育てに対応することが出来る要素である「母としての肯定感」と，自分の子育てに

理解と共感，受容をしてくれる周囲からの「ソーシャルサポート」と，子育てを適応的に捉え直

すことが出来る「ペアレンタル・スキル」で構成されていることを確認できたといえる。

介入プログラムの効果評価尺度の得点による検討は、全６回の各回のセッションの実施前後の

効果評価得点を，ｔ検定を用いて比較検討した。効果評価尺度は、子育てレジリエンス尺度（尾

野・奥田・茂木, 2011），育児ストレス認知尺度（種子田・桐野・矢嶋・中島, 2004），特性自己効

力感尺度（成田・下仲・中里・河合・佐藤・長田, 1995），日本版 GHQ-12 項目短縮版（中川・大

坊, 1985）であった。

全 6 回のうちすべての回において実施後の子育てレジリエンスが高まることを確認することが

できた。特に「ペアレンタル・スキル」は全ての回において高まった。また，精神的健康度も全

ての回において改善された。このことから，参加者の子育てレジリエンスが高まったことが，精

神的健康度を改善することに寄与したことを裏付ける結果であったといえる。

プログラムの効果評価の結果と，介入プログラムの構造図から，子育てレジリエンスの構成要

因は，「ペアレンタル・スキル」、「ソーシャルサポート」、「母としての肯定感」の 3 つであること

の妥当性をある一定のレベルで確認することができた。

実証的介入の結果から，日常の子育て場面における不快な出来事に柔軟に対応することに，レ

ジリエンスの概念を適応することができるといえる。介入プログラムがある一定の効果があるこ

とを確認することができたことから，子育てレジリエンスを促進することの教育的介入が有効で

あり，子育て支援の一つとして可能性を示すことができたといえる。

研究 5 は，子育てレジリエンスが心理学的ストレスモデルの過程にどう影響を及ぼしているの

か，コーピング選択との関連と心理的ストレス反応への影響について調査研究をもって明らかに

した。対象者は，幼児期・児童期の障害児をもつ母親，190 名。平均年齢 41.15 歳（SD=5.40）。

統制群は，幼児期・児童期の健常児の母親 119 名であった。平均年齢 39.89 歳（SD=4.27）であっ

た。質問の内容は、子育てレジリエンス尺度（尾野・奥田・茂木, 2011），育児ストレス認知尺度

（種子田・桐野・矢嶋・中島, 2004），特性自己効力感尺度（成田ら，1995），日本版 GHQ-12 項

目短縮版（中川・大坊, 1985）であった。
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共分散構造分析の結果から，「子育てレジリエンス」を高めることは，ストレス認知を媒介とし

て，ストレスコーピング方略を適切に遂行することを促し，精神的健康が良好になることに影響

することを明らかにすることができた。

研究 1 のサポート源とストレス対処の関連性について検討した結果と比較してみると，障害児

群では，サポート源が育児ストレスに対処するのに適切なコーピングの遂行を高めるまでには影

響しなかった。単に支援を得ることができると知覚するだけでは，ストレスに対して適切に対処

し，精神的健康へと導くことにはならない。

佐藤・祐宗（2009）は，他者からのサポートを受けることができるネットワーク構築力がレジ

リエンスには重要であると述べている。井隼・中村（2008）は，「ソーシャルサポート」の働き

は，多くの支援してくれる資源を所有するということと同様に，それら資源をどれだけ有効に活

かすのかという実際の行動力も重要であると示唆している。子育てレジリエンスの「ソーシャル

サポート」も先行研究と同様に，単に支援を得ることではなく，サポート構築する力も含まれて

いる。支援的であると知覚するだけはなく，実際に支援を引き出すことができることが，「ペアレ

ンタル・スキル」と「母としての肯定感」を高めることに影響を与え，そのことがストレスに対

してより適応的に対応することに影響し，精神的健康に寄与するといえる。

レジリエンスとコーピングの関連について詳しく見てみると、子育てレジリエンスの高い母親

は，「肯定的解釈」や「計画立案」等の接近型のコーピングや「気晴らし」や「カタルシス」など

のような情動に焦点したコーピングを選択する。一方，子育てレジリエンス低い母親は，「放棄・

あきらめ」と「責任転嫁」の 2 つの回避型のコーピングをより選択する傾向にあった。田中・兒

玉（2010）がレジリエンス得点の高い群は，低い群と比較してコーピング得点が高いことを明ら

かにしている。これらの結果は，先行研究と同様に，レジリエンスの高い母親は，ストレスから

回避する対処ではなく，問題を解決する方向や，情動を調整する方向に働きかけることを示すこ

とができた。

一方、健常児群では，レジリエンスを高めることによって回避コーピングを選択しても，精神

的健康に影響しない結果であった。レジリエンスを高めることは，選択したストレスコーピング

に影響されることなく，より精神的健康を促進することに寄与することを示すことができた。

本研究では、子育てに柔軟に適応する力としてレジリエンスの有効性を明らかにすることがで

きた。支援するだけのソーシャルサポートではなく、母親がサポートを求める力と、サポートネッ

トワークを構築する力を持てるように支えることが求められる。母親が積極的にサポートを利用

することが、母親自身の母親としての自分と子どもをより受容し、子育てのスキルを高めること
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に働きかける。さらに子育てレジリエンスが促進されることによって、ストレスの対処が適切に

なり、柔軟に適応的にストレスに対応することができる。そのことによって母親の精神的健康が

高められることにつながることを明らかにすることができた。本論文は、子育て中の母親の心理

的教育としてレジリエンスを用いた支援を提案することができた。
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